
社会規







範の発展について分析することにする。まず，対称的なペイオフ構造を持つ純

粋調整ゲーム（pure coordination game）について検討する（Ⅲ）。そこでは，

長期的な進化の過程では，効率的な結果が非効率的なものよりも安定的である

ということが示さ

あす が
，

対

率

的 なペな フ

構

なに 持純
な
純あすにといて検にで



⑼ North (1990【999���������”�”�”��



るゲームにおける均衡と理解することができる。そしてそのような均衡は，多

くの理由から，非効率的になる可能性がある 。最も明らかな例は，小さな閉

鎖的社会における社会規範が，構成員以外の人間に憎

社











３となる（1×3＋0×4）。

さらに，次のようなグループメンバーの入
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が常に同じ場合）には，最適な結果がより長期にわたって維







Ⅴ コミュニケーションと社



を採用：プレイヤー１は０，プレイヤー２は-３

プ
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とる。

これは前章で見たケースとまったく同じであり，結果も



戦略Ⅰをとる6名のメンバー同士が取引をすを
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